
 

 

 

 

 

 ほめて みとめて ありがとう 

 

子どもたちの思いや願いから     校長  田巻 幸雄 
 学校だより前号で、「子どもの声からスタートする」という意識で、「令和８年度、

こんな岡方第二小学校にしたい、こんなことをしてみたい、こんなことをすると盛

り上がりそう…という記述式アンケートを行います」と伝えました。 

実際にアンケートを行うと、ワクワクするような子どもたちの声が届きました。 

 

４月 入学式・１年生を迎える会       ５月 運動会 

・サイコロですごろく            ・借り人・借り物競争 

・紙飛行機をとばしたい           ・綱引き 

・お花見パーティー             ・最後なので種目を増やす 

 

 

６月 水泳授業               １０月 全校校外学習 

 •難しい泳ぎ、水泳レース          ・バスで遠い所へ 

•水泳迷路                 •班で自由な遊び 

•できたと思えるように２学年で授業     •おやつはありにしてほしい 

 

 

１２月 ウィンターフェスティバル      １月 書き初め大会 

•先生の出し物               •全校で体育館一斉に 

•学校全体を使って出し物や屋台       •みんなの字を鑑賞する 

•いっぱいお店を開く            •自分の好きな言葉を書く 

 

 

２・３月 ６年生を送る会・卒業式     職員から 

•好きな曲を流して笑顔で小学校      ・なかよし給食、交流給食 

生活を終わりたい            ・壁や床にメッセージ 

•先生対児童かくれんぼ          ・地域の方に声をかけて行事を 

 ・全校ドッジボール             盛り上げたい 

 

全校集会で、このようなアンケート結果の一部を紹介したり、「全部かなうことは

できませんが、みなさんからのアンケートは大事な宝物にして考えていきます」と

約束したりしました。すると、そこには目を輝かせたり、笑顔になったりする子ど

もたちがありました。 

このような表情が常に見られるように、そして子どもたちの思いや願いが少しで

も実現できるように、精一杯日々の教育活動に取り組んでいきます。 

令和７年１２月１２日 

第７号（１２月号①） 

新潟市立岡方第二小学校 



子どもたちの声「あいさつ・交通安全標語」 
岡方地区コミュニティセンターが募集した「あいさつ・交通安全標語」の最優秀

賞と優秀賞が決まりました。子どもたちの声を生かして、大人は子どもたちにあい

さつや交通安全の正しい範を示していきましょう。 

 

【あいさつ標語】 

最優秀賞 ５年 渡邉  悠 あいさつで 心と気持ちが 変わる朝 

優秀賞  ３年 鶴木 大河 友だちと あいさつゴーゴー 元気よく 

優秀賞  ６年 石田 千尋 おはようで 今日もスタート がんばるぞ 

【交通安全標語】 

最優秀賞 ６年 村山 花音 行けるっしょ その考えが 事故の元 

優秀賞  １年 山崎 音果 おうだんほどう あおになったら みぎひだり 

優秀賞  ２年 品田悠太郎 右左 かくにんしてから すすもうね 

優秀賞  ３年 渡邉 一輝 ヘルメット 今日もまもるよ ぼくのゆめ 

優秀賞  ４年 大野  樹 全員で 安全かくにん わたろうよ 

優秀賞  ５年 坂上明日菜 ヘルメット 付ければ安心 付けようね 

 

令和８年度教育活動について② 
学校だより前号で、「４観点から令和８年度教育活動を検討しています」とお伝え

しました。本号では、「統合後（バス登校や葛塚小時程）を視野に入れた校時表変更

案」についてお知らせします。なお、現時点の案につき変更の可能性もあります。 

 

【ポイント１】登校時刻を早くします 

・統合後は、登校バス利用により、現在

の生活リズムより変化が大きいと予

想されます。令和８年度から、少しで

も早い生活リズムに慣れさせたいと

考えています。 

 

【ポイント２】給食時間等を短くします 

・令和８年度から、統合後の葛塚小時程

に近づけたいと考えています。給食時

間は５分短いのですが、少人数の実態

から配膳は早く、「食べる時間２０分」

は十分確保できます。 

 

【ポイント３】下校時刻を早くします 

・ポイント１・２から下校時刻は約２０

分早くなります。これにより、「子ど

もたちには、放課後にゆとりが生まれ

る」「職員には、業務専念の時間が増

え、一層充実した教育活動に取り組め

る」という利点があると考えています。 


